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概要

変更内容は以下のとおり。

①TMI-2燃料デブリの取扱い追加（F棟、A棟）

燃料デブリ取扱い技術の確立を目的に、TMI-2号機事故によ

り発生した燃料デブリ試料を新たに受入れ、モックアップ試験を

実施する。

②１F燃料デブリ汚染物の取扱い追加(F棟、A棟)

令和4年6月1日付(原規規発第2206016号)にて許可を受けた

１F燃料デブリ取扱いに関して、その汚染物を新たに受入れるこ

とで、分析設備を用いた分析を実施する。

上記①②の取扱い追加のため、燃料ホットラボ施設[F棟]（施

行令第41条該当施設）及び燃料・化学実験施設[A棟]（施行令

第41条非該当施設）に関する核燃料物質の使用許可を変更する。
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①-1 TMI-2燃料デブリの取扱い追加

〇使用の目的

TMI-2号機事故により発生した燃料デブリ試料（以下、TMI燃
料デブリ）を受入れ、モックアップ試験を実施することで、燃料デ
ブリ取扱い技術の確立する。※

※ TMI燃料デブリ取扱いに関して、１F燃料デブリの使用目的と
同様であるため、既許可の１F燃料デブリの使用目的(目的番号
６)にTMI燃料デブリに関する記載を追記する予定である。

〇使用場所

【F棟】 （施行令41条該当）

【A棟】 （施行令41条非該当）
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①-2 TMI-2燃料デブリの取扱い追加

〇年間予定使用量（最大存在量,延べ取扱量）

【F棟】TMI燃料デブリ取扱量として新たに項目追加

【A棟】既存の使用済燃料(初期濃縮度20%未満)に包含※

※F棟にて前処理を行い、許可量以下まで希釈した溶液をA棟に搬送

する。 なお、F棟における年間予定使用量は、最大存在量、延

べ取扱量ともに使用済燃料の枠内にて追加し、使用済燃料(濃

縮度5 %未満)の年間使用予定量を減少させたうえで、濃縮度

5 %未満の使用済燃料の全量が変化しないようにする。
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①-3 TMI-2燃料デブリの取扱い追加

〇使用の方法

TMI 燃料デブリ取扱いに関して、１F燃料デブリの使用方法と
同様であるため、既許可の１F燃料デブリの使用方法(目的番号
６)にTMI燃料デブリに関する記載を追記する予定である。

〇安全対策

TMI燃料デブリは、核燃料物質の種類として初期濃縮度5％未

満の使用済燃料及び１F燃料デブリと同等であり、取扱量も既許

可の範囲内で取扱う。したがって、現状設備の運用方法に基づき

管理・運用することにより安全に取り扱うことが可能であると考え

る。



© 2024 MHI NUCLEAR DEVELOPMENT CORPORATION.  All Rights Reserved. 5

非破壊検査

試料貯蔵
試料取出し

試料加工
試料液体化

試料容器取出し
試料切断

化学前処理

溶解操作
希釈操作
試料分取

光顕観察
硬さ測定

SEM-EDS/WDS
TEM-EDS

微量化学分析
放射能測定

化前前処理設備
（核種分離前処理操作）

ICP-MS，ICP-AES

外観観察

組織観察外観観察

構内輸送

γ線スペクトロメータ
αスペクトロメトリ

燃料ホットラボ施設（Ｆ棟）

燃料・化学実験施設（Ａ棟）

材料特性分析

ローディングドック

燃料デブリ関連

分析機器・設備

車両の搬入

輸送容器の荷下ろし

運搬容器に収納して輸送

γ線測定
試料貯蔵

サービスエリア

①-4 TMI-2燃料デブリの取扱い追加
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② 1F燃料デブリ汚染物の取扱い追加

〇使用の目的、使用の方法

１F燃料デブリ汚染物の取扱いに関して、１F燃料デブリの使用目的と
同様であるため、既許可１F燃料デブリの使用目的(目的番号６)に１F燃
料デブリ汚染物に関する記載を追記する予定である。

〇使用場所

【F棟】 （施行令41条該当）

【A棟】 （施行令41条非該当）

〇年間予定使用量（最大存在量,延べ取扱量）

既に許可を取得している１F燃料デブリの年間予定使用量の範囲

にて取扱いをする予定である。

・ 【F棟】使用済燃料（１F燃料デブリ）（初期濃縮度5％未満）

最大存在量,延べ取扱量：10ｇ-U

・ 【A棟】使用済燃料（１F燃料デブリを含む）

最大存在量,延べ取扱量：0.1g-U・Pu(6.0×108Bq)




